
令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 書  

 

〔１〕学術講演会・研究会および講習会等の開催事業（公益目的事業 1） 

１． 学術講演会の開催 

・第 122 回学術講演会を行う。 

  開催日 令和 8 年 10 月 22日、23 日 

  場 所 千里ライフサイエンスセンター（大阪府） 

参加予定者数 約 600 名 

 

２．特別シンポジウムの開催 

・第 28 回特別シンポジウムを行う（関東ブロック）。 

［テーマ：計画中］ 

開催日 令和 9 年 1 月～3 月 

場 所 未定（東京都内での開催を予定） 

 

 ・各地方ブロックで、ブロックイベントを行う。 

［テーマ：未定］（活性化委員・ブロック担当理事にて企画内容を検討予定） 

開催日 未定 

場 所 未定 

 

 ３．公開講演会 

・令和 8 年度公開シンポジウムを行う。 

テーマ「食物アレルギー表示の現状と課題」 

開催日  令和 8 年 6 月 12 日 

場 所  食品衛生センター（東京都台東区） 

内 容 「食品表示制度に基づくアレルギー表示等の動向と今後の課題」  

   宮⾧ 郁夫（消費者庁 食品表示課） 

    「食物アレルギー表示に係る分析法の確立について」  

   爲廣 紀正（国立医薬品食品衛生研究所 生化学部） 

 

参加予定者数 約 100 名 

 

４．関連学（協）会との連携および協力 

  ・日本食品衛生学会・日本食品微生物学会・日本食品化学学会主催 

   「ifia/HFE JAPAN 2026 食の安全・科学フォーラム 第 25 回セミナー」を行う。 

      開催日   令和 8 年 5 月 28 日 

      場 所   東京ビックサイト 会議棟 

      内 容   持続可能な食品安全への取り組み 

 



・関連学会等との共催、協賛および後援を行う。 

 

〔２〕学会誌等の発行（公益目的事業 2） 

   ・学会誌等を下記のとおり発行する。 

食品衛生学雑誌（6 冊） 第 67 巻 2 号〜6 号 各発行部数  1,600 部 

 第 68 巻 1 号 発行部数   1,600 部 

食品･食品添加物等規格基準（抄） 発行部数   500 部 

第 122 回学術講演会要旨集 発行部数   900 部 

 

〔３〕研究業績に対する表彰事業（公益目的事業 3） 

・令和 8 年度日本食品衛生学会賞等授賞式を第 122 回学術講演会において下記の受賞者に

対して行う。 

 「学会賞受賞者」 

  荒川 修（長崎大学大学院総合生産科学研究科）「フグを中心としたマリントキシンの 

   リスク管理に関する研究」 

 「学術貢献賞受賞者」 

   尾崎麻子（地方独立行政法人大阪健康安全基盤研究所）「器具・容器包装の安全性評価 

    に関する研究」 

   神田真軌（東京都健康安全研究センター）「食品中動物用医薬品の分析法開発と流通食 

        品の安全性確保に関する研究」 

  「奨励貢受賞者」 

    岸 映里（地方独立行政法人大阪健康安全基盤研究所）「器具・容器包装および玩具の 

     安全性向上に資する分析法開発並びに実態調査に関する研究」 

      篠原秀幸（山形県衛生研究所）「呈色反応によるツキヨタケの簡易鑑別法の開発と呈色 

        化合物の特定」 

 

  ・食品衛生学雑誌第 66 巻論文賞授賞式を第 122 回学術講演会において下記の受賞者に対し  

     て行う。 

   「過酢酸製剤を用いた部分肉表面の志賀毒素産生性大腸菌の殺菌方法の検討（報文）」食  

     衛誌第 66 巻第 3 号，ｐ.39～45 高橋肇*,1、小森香莉 1、中村綾花 1、小池史晃 2、 

         久田孝 1、岩本允 2、小野寺仁 2、溝脇実央、小林光士 2  

         *,1国立大学法人 東京海洋大学, 2飛騨ミート農業協同組合連合会 

 

      「食物アレルゲンを含む特定原材料 8 品目の交差接触防止へ向けたタンパク質ふき取り 

         検査法の性能評価（報文）」食衛誌第 66 巻第 5 号，ｐ.95～99 川崎 晋*, 金崎 未香,  

         Fia Noviyanti *国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構食品研究部門 

 

   「加工食品中の 19 種食品添加物の一斉抽出法に関する検討（報文）」食衛誌第 66 巻第 1 

         号，ｐ.1～11 五十嵐友希*，佐々木隆宏，森川麻里，牛山慶子，小林千種， 

         山嶋裕季子，貞升友紀，大塚健治 *東京都健康安全研究センター 

  



〔４〕若手研究者育成事業（公益目的事業 4） 

・令和 8 年度厚生労働科学研究（食品の安全確保推進研究事業）の若手研究者育成事業の

公募に応募し、補助事業者として若手研究者を採用する。 

 

〔５〕その他 

・会員の相互扶助事業については下記の内容で実施する。 

1.会員限定「学術小集会：FHS コミュニティ」 

    開催日 令和 8 年 7 月 9 日 

    場 所 株式会社島津製作所 Shimadzu Tokyo Innovation Plaza 

    内 容 食品分析における精度管理（仮） 

2.会員限定のメルマガを配信する。月 1 回配信 

 

〔６〕総会・理事会の開催 

・令和 8 年度総会を下記のとおり行う。 

開催日 令和 8 年 6 月 12 日 

場 所 食品衛生センター（東京都台東区） 

議 案 令和 7 年度事業報告、同決算報告、および令和 8 年度役員の選出 

  

・4 月、10 月、2 月に理事会を行う。 


